
カリタスのとサポートセンター
能登半島地震オンライン報告会（第４回）

２０２４年１１月２２日（金）
～お願い～ マイクはオフの参加でお願いいたします！
また、今日の報告会は、後日YouTubeにて紹介するためにレコーディングをさせていただきます。
お顔が見える方が嬉しいですが、難しい場合はカメラもオフの参加でお願いいたします。



災害関連死が直接死上回る

石川県は災害関連死を新たに１５人認定(11/13)。
このうち1人が自死。（２人目）
その他、自宅で被災し持病が悪化した例
施設の被災者が体力低下で亡くなったなど。

これで、
災害関連死は直接死を上回り２２９人となる。
熊本地震の関連死（２２２人）を超える。
石川県内は犠牲者は計４５６人に。

北國新聞（１１月１４日）



豪雨による断水はおおむね年内に解消へ
地震で復旧困難な地域も

輪島市と珠洲市の９月の豪雨に
よっての断水は、年内におおむね
解消できるという見通し発表。
ただ、地震による通行止めの影響で復旧が困難な地域もあり、
輪島市と珠洲市の７００戸あまりは解消の見通しが立っていない。

輪島市の鵠巣地区や南志見地区は今月中に。
珠洲市大谷地区は１１月下旬から順次解消。
珠洲市直地区は１２月下旬頃に解消の見通し。



水支援・物資支援
（物資は重蔵神社さんから提供）

物資は小分けにして
各世帯にお届け



カリタスのおこなっている
水支援も残り数世帯へ

カリタスも輪島市の鵠巣地区や南志見地区を中心に
水支援を続けてきたが、おおむねの地区が水道が復旧し、
支援は終了してきている。残り数世帯となってきている。
（11/21 復旧の知らせを受けた）

また、社協とも情報共有しており、
社協の見守り相談支援から依頼された、
輪島市空熊町というところにも
買い物困難世帯がおられるため、
飲料水や支援物資を届けている。

空熊町



仮設住宅支援、カフェ活動も再開へ
11/2 能登島･向田仮設住宅

11/9 輪島･二勢団地



おらっちゃ七尾
（民間ボランティアセンター）との連携



当面の活動計画について

七尾市 『おらっちゃ七尾』との支援活動の連携

ニーズは多く残っており、ボランティアが不足している状況。
支え合いセンターと連携しながら、 （平日は特に）
仮設住宅団地でのサロンなどの交流の場の提供。
聖母幼稚園前の「じんのびcafé」も支援拠点として、
地域住民の在宅被災者の皆さんのために継続して実施。

輪島市 輪島市の市営団地をはじめ、

仮設住宅団地でのサロンなどの交流の場の提供。
（輪島市支援調整窓口と調整）

社協とも連携しながら、送迎支援などの可能性についても調整中。
また、さまざまな形で支援がつながっていけるように願っている。



12月ボランティアまだまだ募集中

引き続き、金曜日～日曜日の２泊３日のみ。

１日目（金曜日）：移動日 １７時３０分～１８時の間にベースに集合

２日目（土曜日）：ボランティア活動

３日目（日曜日）：ボランティア活動 １６時ごろ終了予定。

１２月 ６・ ７・ ８日
１３・１４・１５日
２０・２１・２２日

まだまだ空きがありますので、
ぜひご支援よろしくお願いいたします！



発災から１年を迎えるにあたって

ミッションスクール３校にご協力をいただき、

12月27日(金)15:00～
クリスマス＆追悼コンサートを輪島で開催。

翌28日(土）13:00～ 金沢教会にて、
チャリティーコンサートも開催。

後日、動画配信も予定しております。



発災から１年を迎えるにあたって



能登半島地震被災地巡礼 (12/31-1/1)

申込開始は11月25日(月)１９時頃からはじめます。
Facebook＆ブログにて、申込フォームのURLを貼り付けます。
通常ボランティアフォームとは異なりますのでご注意ください。



年明け１月からのボランティア募集について

第４フェーズ（１～３月）のボランティアの募集を１２月より開始予定。

第４フェーズから
これまで週末（金～日）までの２泊３日での参加募集限定だったものを、
まだまだ多くの方にご参加いただきたい想いから、

水曜日（宿泊は火曜）から日曜日まで、最大５日間の連泊可能として、
１泊での活動、あるいは、
朝の活動前に集合可能な方に限り、日帰りの活動も可能な形で
対応できたらと最終調整をしております。

詳しくは、１２月１日頃に改定する予定の募集要項をご確認ください。
またFacebookやブログ等でお知らせさせていただきます。

今後とも、ご支援よろしくお願いいたします。



ニーズはどこにあるのか
（11/4 北國新聞コラムより）

能登の被災地は明らかに人手が必要な「作業」があふれてい
る。泥だし、災害ごみの搬出、家財の片付け・・・・もちろ
んこれらは、出来る限り雪の降る前にメドをつけたい。

一方で、渥美公秀氏（大阪大大学院教授）は、被災者と支援
者の「普段のお付き合い」が大切と強調する。
「昨日何食べた？」からはじまって、あれこれ話すうちに、
「そういやお茶飲む時間もないわ」という言葉が出てくるか
もしれない。（中略）

被災者と支援者がおしゃべりして信頼関係が築かれると、自
身も意識していなかった悩みや課題を被災者がポロリと口に
することがある。人間関係に応じて「この人には言える」と
いった具合にニーズがつくられていくのだ。



能登の被災者の方々に想いを寄せて…

父である神よ、
すべての人に限りないいつくしみを注いでくださるあなたに、
希望と信頼をこめて祈ります。
災害によって、苦しい生活を送り、
不安な日々を過ごす人々の心を照らし、
希望を失うことがないよう支えてください。
また、亡くなられた人々には、永遠の安らぎをお与えください。
すべての人の苦しみを担われたキリストが
いつもともにいてくださることを、
祈りと行動によってあかしできますように。
わたしたちの主イエス・キリストによって。アーメン。
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